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第5分科会「発達保障」

大学における応答型講義づくりの試み

渡部 昭男(神戸大学)
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はじめに

「一方的に教授する講義がどうも楽しくなしリ、しかし「橋本メソッド1Jを導入する勇

気もない・・・という方々への提案。すなわち、「教員が講ずる講義スタイルj をベースにし

た上で、少しだけ改善する方策→「少しでも楽しい・やり甲斐のある講義j へ。

1 .共同講義での試み(鳥取大学2007年度，，-)

【①渡部昭男・山根俊喜・田丸敏高・奥野隆一・一盛真・小林勝年・太田美幸 (2008)r学

びへの導入科目としての「地域教育学入門」の取り組み:2007年度における授業実践の

まとめJW2007年度科学研究費補助金 (基礎研究B課題番号 17330167) 研究報告 地

域の教育福祉諸関連の連携に関する総合的研究一新しい専門性の形成をめざして-~、

pp.42・68)2 

1 )科目「地域教育学入門j 鳥取大学地域学部地域教育学科の 1年次必修(約 50名)。

2 )青木久子・磯部裕子・大豆生田啓友『新しい教育原理教育学への視座(第 2版)教育

へのまなざしの転換を求めて』萌文書林をテキストに、渡部をチーフに数名が担当。

3) r感想カード」の導入

07年度から「個人カード」を導入。 r個人カード」はB5判 1枚(表面)で、講義の月日、

学籍番号、氏名、 rA前時の復習事項/B次時の予習事項/C講義の感想や意見/D来

週までに復習・再確認したり発展的に調べてみたい事項」という欄が設けである。受講生

は講義前にA'B欄を必ず記入して持参し、講義終了後にC・D欄に書き込み、渡部研究室

のカゴに毎回提出する。提出された「個人カード」により、チーフの渡部は受講生の出欠

状況、予習・復習の様子、講義への感想や意見などを、 15回全体を通じて把握することが

できた。必要な場合には次時に、質問へ回答したり、理解不足や誤解事項には説明を補う

などした。 r個人カードJは講義担当者には必ず読んでもらうとともに、反響が大きかっ

た回に関しては担当者全員に回覧。

※当初の「ねらいjは応答よりも「出欠管理J& rリレー式の諸講師間の連携・情報交換」。

【②渡部昭男・竹川俊夫・土井康作・野田邦弘・岡田昭明 (2009) r初年次必修科目「地

域学入門Jにおける地域学部新入生の変容-2009年度における授業実践のまとめーJW地

域学論集(鳥取大学地域学部紀要)~ 6(2)、pp.69・104)

1 大学評価学会の橋本勝副代表理事が提唱する授業改善メソッドで、多人数の科目において班分け・討

議などをまじえて進める「多人数ゼミ J0 I橋本メソッド」でネット検索すると 34万件もヒットし、「教

授技術「匠の技」伝承プロジェクトJ(https:llwww.facebook.com/TAKUMlnoWAZA)などが閲覧でき
る。参考文献としては、清水亮・橋本勝・松本美奈 (2009)~学生と変える大学教育』ナカニシヤ出版、
清水亮・橋本勝 (2012)~学生・職員とつくる大学教育』ナカニシヤ出版、など。

2 鳥取大学附属図書館HPの f研究成果リポジトリ j のサイトから入手可能。
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{③渡部昭男・竹川俊夫・足立和美・鶴崎展巨 (2010)r初年次必修科目「地域学入門j

における地域学部新入生の変容(第2報)-2010年度における授業実践のまとめ-JW地

域学論集(鳥取大学地域学部紀要)~ 7(2)、pp.157・1961

1 )科目「地域学入門j鳥取大学地域学部の 1年次必修(約 190名)、階段状の大講義室。

2 )渡部をチーフに 4学科から代表を選出してチームで実施。 15回を「第 1部:1地域学」

とは何か/第 2部:地域の課題と地域連携/第 3部:1地域づくり」の実践」の 3つの

ノfートから構成。 90分の授業を、 115分[受講者代表による当日テーマ・講師に係る事

前調査の発表]-60分[講師による特別講義]-15分[質疑応答&感想、カードの記入]J 

に構造化し、受講者全員による討論を 2回(討論と総括)設けて進めた。

3) 1応答方式j は「青年期教育」の発達保障課題に合致するのではないかという予感。

出所:文献②p.98、p.102

。:-1ユ轡;事工誕の発袋ー討論会.地域i療機活動など参加塑の2緩め:おについて
・いきなり，授業初めの発表に当たった時は，とても驚きましたが，当たってみて良かったと

思いました。(地域政策)

・ディスカッションはとてもおもしろい。嫌々な人の意見を開くことができるので，同数を増

やすべきだと思う。〈地域政策)

・デイスカッションが楽しかったです。もう少し1m数を増やしてほしい，そう思えるくらいに。
(地域政策)

・義務謀長内野について実際に体験できる場があればと思いました。(地域政策)

・最初は前に出て発表するのは嫌だなあと忍っていたけど，実際に当たって前で発炎する時に

インタビューなどをして，授業では開けないような話ができたりして，とても良い続験になっ

たと忍う。(地域教育)

・先生の鱗人的な意見や学性の考えを具体的に訴し合えるので，ディスカッシヨシがあるのが

いいと思うの(地域数千子)

・討論をもう少しふやしてもいいと思う。(地域教符)

.~体デイスカッションは，飽の学科の人の考えを開けたり，自分とはi正反対の意見などが聞

けてためになるいおもしろいです。もっとさな体ディスカッションを増やして，意見交換の

場を作ってほしいです。(地域教育)

-デイスカッション形式の援業がとても良かったですの(地域文化}

ー学部や学科でまとまって地城迷構活動する機会があるといいんじゃないでしょうか。迷って

て参加できなかったっていう人も多いと思うのでo (地域文化)

・中島さんのように，学と幻こたくさんどんどん波間する授業の方が，参加しやすくてよかった

です。〈地域文化)

・rj:伎の発淡は他の意見も夢野くことができて良いと恋うの(地域環境)

・討論は楽しかった。(地域環境)

・学伎の発訟できる環境が繋っていて，いろいろな人の意見が間けて良い勉強になったの(地域環境)

ーデイスカッショシを 2時間続けにしてほしb凡その)jがディスカッショシの内容が深まると

怒う。(地域環壊〉

なお，学士課程答申にはないが線践に加味したのは， r湾=年異義教脊jの微点;である。確かに，役会
人の常生や聴講労~~，公開講1長の一般受講生もいるが，大多数の受講殺は20議議後の f符主f.紛 jにあ
る。 f持ij三嬬J，ま{第一ての誕4=JrモラトリアムJr疾混乱怒議事jなどのキーワ-v-で代表されるよう
に，人間の径三滋における狼自のライブステージであり，政己形成において愛擦な意味をもったライ

フステージでもある。 2009Sf.皮の f地域学入門 j における参加型~!・ゆさぶり警視の授業機関の蒸底に

は.r子と、もから大人へJr学校から社会へj というコ重の移行支緩を含む fγ荷年期教脊jを鎖的し
たいという思Lいがあった。今後さらに深めていくべき観点引といえよう。
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11. 教職科目での試み(神戸大学 2011年度"')

I④渡部昭男・可児みづき・亀津朋恵 (2012)rTA参加による応答型の講義づくり一博士

課程院生へのプレ FDの試み-J W教育科学論集~ (15)、pp.25-36]3 

【⑤榎景子・渡部昭男 (2013予定) r博士課程後期課程におけるプレ FD-21012年度後

期「道徳教育論」の TA経験から一JW教育科学論集~ (16)】

1 )教職科目の前期「教育政策j神戸大学発達科学部を主に全学の 2年次以上(約 250名)、

後期「道徳教育論」神戸大学発達科学部人間形成学科の 2年次必修を兼ねる(約 180名)。

2 )大学院博士課程後期課程の大学院生に対して、 TAとして「応答型講義づくり j に参

|酎してもらう中で事前の FD開発を進め、大学教員準備preparingfuture facultyを行う。

受講生が 100名を越える科目では担当教員一人で「カードj に目を通して毎回応答する

時間的余裕がない。そこで、応答型講義の醍醐味を TA院生に体験してもらう中でプレ

FDも進めようという意図である。

3) TA院生の成長が確実にみられるとともに、受講生との応答も進むことを確信。

ill. 教養教育での試み(神戸大学 2011年度"')

【⑥渡部昭男 [2012Jr全学共通教育における応答型講義づくりの試み一教養原論「教育

学J(2012年度前期)の授業実践一JW大学教育研究~ (21)、 pp.107・122]

1 )全学共通教育科目「教養原論・教育学J(受講定員 100名)

2) シラパスの概要

到達目標:

1 )自らの個人的な教育体験を、テキストに基づく 15テーマで振り返り、共に共有しう

る共通教養として新たに組み直す。

2) 日本の教育をめぐる論争点について知り、理解する。

3 )日本国憲法が教育に関してどのような考え方を採っているのかを理解し、自らの立ち

位置を再確認する。

4 )受講後には、マスコミで報じられる教育問題に関して、その憲法学的な背景を含めて

理解できるようになる。

5 )略

[教科書】

①米沢広一 (2011)W憲法と教育 15講(三訂版u北樹出版
②渡部昭男 (2006) W格差問題と「教育の機会均等J~ 日本標準

【授業の概要と計画】

第 1回:ガイダンス、教育権論争(第①テキスト第 1講)

第 2回:未成年者の人権享有主体性(第 2講)、児童の権利条約(第 15講)

第 3回:生徒の自己決定権(第 3講)

第4回:日の丸・君が代と学校(第 4講)

第5回:宗教と公立学校(第 5講)

第 6回:生徒と政治(第 6講)

3神戸大学附属図書館 HPの「学術成果リポジトリ」サイトから入手可能。文献④⑤もアップ予定。
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第 7回:教育情報の本人開示と公開(第 7講)

第8回:格差問題と「教育の機会均等J(第②テキスト)

第 9回:中間レポートの書き方

第 10回:教科書の検定・採択・給付・使用(第 8講)

第 11回:学校事故の賠償と防止(第 9講)

第四回:親の教育の自由(第 12講)

第 13回:教師の「教育の自由J(第 13講)

第 14回:私立学校と憲法(第 14講)

第 15回:アンケート、期末試験

3 )実践例

・第 1-----3回目の早い段階で一定の講義スタイルを確立し、筆者なりの講義文化を浸透さ

せることを心がけている。すなわち、講義といえども一方的に講ずるのではなく、受講

生も巻き込み、参画する楽しさと責任を共有するという講義文化である。

・具体的には、 1回の対面授業 90分を「前回のカード紹介 15分、講話 60分、ビデオ視

聴 15分(視聴中にカード記入)Jというように配分し、「カードj を媒介にして「講話&ビ

デオ視聴→カード記入(意見・質問・感想)→受講生への応答」というサイクルを創った0

・また、テキストを指定し、参考書や関連 URLを紹介し、レポート課題を課すなどして、

対面授業に加えて各自の自修が進むように配慮した。

-まず、始業前の 5分程度を使って、当日の学習予定についてあらかじめ板書を行ってお

く。右端に「前時 第O講タイトル/カード紹介」、中央に「本時 第O講タイトル/

章節項目の笛条書き/視聴予定ビデオのタイトノレ」、左端に「次時 第O講タイトルj

という様式である。

.2012年度に用いた「カードJ(B5判)は、巻末に別掲。カード紹介を幾度か繰り返すう

ちに、受講生も「カード」がどのように活用されるのかというイメージを掴み、講話&

ビデオ視聴中に書き込む要領を覚えて記載もスムーズになる。そして、応答の醍醐味が

感じとれるようになると、記載内容も良く考えられたもの、責任あるものへと変わって

いく。回収後に講師控室にてさっそく出欠をチェックし、次回に採り上げる特徴的なカ

ードをおよそ 20件選んだ(毎回の出席約 80名の 4分の1)0 手早く読めば、 15分程度で紹

介できる分量である。

-応答の具体例は分科会において例示。

4 )受講生の評価

-受講生アンケート(5件法)によると、「応答型の講義j に関しては、 11)満足J12)ある

程度満足」の小計が 89%に上った。

-自由記述をまとめた。

カード記入で思考の整理になった、自分の考えをまとめる練習ができた、他の人の考

え・異なる意見・気づかない視点からの意見・考えが及ばなかった意見・色々な意見(感

想)が聞けた、多様な考え方・新しい見方ができるようになった、考えが広がる、疑問

が解決される、復習ができる、意欲的になった、やる気になった、嬉しい、刺激的だっ

た、新鮮だった、等々の肯定的な記載が多くあった。また、「理解が深まるJ1分かりや
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す(し、)J I質問がしやすいJI授業に参加できている感じが(する)J I自分の意見がし

っかり読まれていることを確認できる」等々は、地味ではあるが、カード活用による応

答型講義づくりのベーシックな意義といえよう。/なお、「紹介されないと・・・不安に思

ってしまう JI書く事項が多くてまとめにくかった」といった指摘もあった。

別掲「感想カードJ(自由に模倣して使って下さい)

渡部(警告達科学部A442部屋)akiow位lb@port.kobe-u.ac.jp

12012年度|火1 I学科(該当をO印
月 日|鮪学|法12.法・11，文， ω.絡減|学籍番号
l C201 I 営， 磯， 日記， 工， 幾.1議事 | 

A:導入時の f意見・感想』紹介について:今日の縫際繍[
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B :;本時の..について
(講義を受ける際iこは、理主惣{にとどめず、以下の3点で室主君主し、深めるように鍔めましょう)
[φ本時の講義で得た斬たな鎚EEを一つ以上:}

{窃本時の講義への重星空量堕を一つ以上]

(@*時の講義を奴習事演や飽科留と腫連三l土てみよう}

C:なんでも感想・なんでも質問(ピデ才綴聴などな含む)

*講義終了時iこ必ず字都宮1)1こ提出して下さいお
*華差出区分l主、法 2012、法~2011、文 国際、発透、緩済、経営、壊、際、工、長妻、海事
*このカードで出欠を磯認します。要註事~欠席が 1/5を越えると f米験修j となりま争。
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